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」
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義

1 

本
願
寺
顕
如
光
佐
と
織
田
信
長
と
の
間
で
戦
わ
れ

た
石
山
合
戦
も
、
天
正
八
年
(
一
五
八

O
)
間
三
月

に
は
和
議
が
締
結
さ
れ
、
よ
う
や
く
終
束
の
方
向
に

歩
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
顕
如
の
方
針
に
反
対

し
て
あ
く
ま
で
徹
底
抗
戦
す
べ
し
と
唱
え
た
の
が
、

そ
の
嫡
子
教
如
光
寿
で
あ
る
。
彼
は
諸
国
門
徒
衆
に

搬
を
発
し
、
信
長
の
裏
切
り
は
歴
然
だ
と
し
て
、
さ

ら
に
一
層
の
支
援
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
教
如
の
こ
の
行
動
も
、
所
詮
は
信
長
軍
の
武

力
に
敵
う
も
の
で
は
な
く
、
八
月
二
日
に
つ
い
に
退

泉

教
如
の
諸
国
秘
固
と
寸
大
坂
拘
様
」
御
書

4 1の1

城
に
追
込
ま
れ
、
翌
三
日
に
彼
は
紀
伊
雑
賀
に
到
着

①
 

し
た
の
で
あ
る
。

教
如
を
迎
え
た
父
顕
如
は
、
信
長
を
俸
っ
て
彼
を

義
絶
と
し
、
ま
た
彼
に
従
っ
た
主
戦
派
の
坊
主
・
門

徒
衆
を
破
門
に
処
し
た
。
そ
の
た
め
彼
は
雑
賀
で
一
逼

塞
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
か
か
る
状
態
は
十
一
月
下
旬

ま
で
続
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

態
染
筆
候
。
抑
今
度
退
出
之
事
、
難
無
念
之
仕
立

候
、
従
雑
賀
種
々
調
略
之
儀
候
而
、
内
輪
之
不
慮

依
有
之
、
其
以
前
ニ
伽
間
十
退
散
候
。
誠
龍
城
巳
ニ

(
を
カ
)

来
各
懇
志
難
忘
候
。
其
届
芳
事
々
様
子
と
も
可
申
と
こ
ろ
が
教
如
は
、
右
の
文
書
発
給
を
最
後
に
し

下
候
内
存
候
つ
る
を
、
は
や
火
急
ニ
相
呆
候
条
、
て
密
か
に
雑
賀
を
脱
し
、
諸
国
秘
回
の
旅
に
出
た
ら

無
是
非
候
。
此
上
に
も
仏
法
相
続
候
様
、
馳
走
頼
し
い
。

入
斗
候
。
就
其
法
儀
の
噌
肝
要
候
。
連
々
如
聴
聞
、
依
而
拙
寺
方
ニ
ハ
賢
智
之
嫡
女
ニ
、
越
中
河
上
立

安
心
之
一
儀
に
お
き
て
ハ
、
専
修
専
念
ナ
リ
口
口
埜
勝
宗
之
息
男
ヲ
養
子
ニ
申
請
、
賢
宗
と
更
名
し

口
口
一
念
之
往
生
ハ
治
定
に
て
候
。
其
う
え
に
ハ
、
て
六
世
之
為
住
侶
。
当
代
、
天
正
八
年
之
時
)

命
の
あ
ら
ん
か
き
り
ハ
、
仏
恩
の
広
太
な
る
程
を
教
如
上
人
飛
州
高
山
ニ
御
潜
居
被
為
遊
、
美
濃
よ

よ
ろ
こ
ひ
、
念
仏
を
申
さ
る
へ
き
斗
候
。
穴
賢
/
¥
。
り
越
前
石
動
白
村
ニ
御
越
被
遊
、
同
穴
馬
八
ケ
村

之
内
、
半
原
村
ニ
御
越
年
。
天
正
九
年
之
春
、
拙

寺
ニ
入
御
、
天
正
十
年
之
春
ま
で
御
逗
留
中
、

賢
宗
之
女
江
御
懇
命
を
被
為
掛
。
遺
跡
今
同
国
大

野
法
蓮
寺
ニ
テ
各
別
之
御
取
扱
。
拝
官
弁
諸
事
冥

加
ニ
御
座
候
。
其
後
教
如
様
、
御
当
山
御
起

ろ
は
、
退
出
に
追
込
ま
れ
た
の
は
無
念
で
あ
る
が
、

雑
賀
の
顕
如
か
ら
調
略
が
行
わ
れ
、
ま
た
内
輪
で
も

不
慮
の
事
態
が
あ
っ
て
退
散
し
た
の
で
あ
る
。
龍
城

以
来
の
懇
志
は
忘
れ
難
く
、
今
後
も
仏
法
が
相
続
く

よ
う
馳
走
を
頼
む
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

か
か
る
内
容
の
一
連
の
文
書
に
お
い
て
は
、
右
の
日

付
の
も
の
が
最
も
遅
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時

点
ま
で
は
教
如
は
雑
賀
に
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ

人
ご
っ
。

博

天
正
八
年十

一
月
廿
八
日

(
宛
所
欠
ク
)
②

右
は
天
正
八
年
十
一
月
二
十
八
日
に
教
如
が
発
し

た
書
状
で
、
宛
所
を
欠
く
が
、
所
蔵
す
る
美
濃
西
入

坊
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
言
う
と
こ

教
如
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立
被
為
遊
候
。
御
歓
遣
被
為
、
賢
宗
妻
唯
明
上
京

之
節
、
御
対
面
被
仰
付
、
恐
入
候
吻

右
は
、
越
前
大
野
郡
富
島
村
の
南
専
寺
(
東
派
)

に
関
す
る
由
緒
書
の
一
節
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
第
六
世
賢
宗
(
越
中
の
立
埜
勝
宗
の
子
息
で
、

養
子
と
な
っ
て
南
専
寺
を
継
承
)
の
時
代
の
天
正
八

年
秋
(
正
し
く
は
冬
で
あ
ろ
う
)
に
、
教
如
が
飛
騨

高
山
に
一
時
潜
伏
し
、
次
い
で
美
濃
か
ら
越
前
石
動

い

と

し

ろ

あ

な

ま

白
(
石
徹
白
)
村
を
通
っ
て
穴
馬
八
ケ
村
の
う
ち
の

は
ん
ぽ
ら

半
原
村
に
転
じ
、
こ
こ
で
越
年
し
て
天
正
九
年
春
を

迎
え
、
や
が
て
富
島
南
専
寺
に
達
し
た
。
そ
し
て
翌

十
年
春
ま
で
南
専
寺
に
逗
留
し
た
が
、
そ
の
聞
に
賢

宗
の
娘
と
の
聞
に
男
子
を
儲
け
る
に
至
っ
た
の
で
、

後
に
こ
の
男
子
に
は
大
野
の
法
蓮
寺
が
与
え
ら
れ
て

住
持
に
据
え
ら
れ
た
と
見
え
て
い
る
。
前
掲
し
た
史

料
で
、
教
如
が
十
一
月
下
旬
ま
で
雑
賀
に
留
ま
っ
て

い
た
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
の
で
、
雑
賀
か
ら
飛

騨
高
山
に
転
じ
た
の
は
冬
十
二
月
の
こ
と
と
し
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。
な
お
別
の
史
料
を
見
る
と
相
官
教
如

と
賢
宗
の
娘
と
の
聞
の
男
子
は
「
宮
内
卿
」
と
称
さ

れ
、
晩
年
に
は
矢
戸
口
村
へ
隠
居
し
て
墓
所
も
そ
こ

に
設
け
ら
れ
、
ま
た
住
持
と
な
っ
た
法
蓮
寺
は
も
と

は
「
柳
之
道
場
」
と
言
い
、
無
住
状
態
が
続
い
て
い

た
も
の
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
。

教
如
が
密
か
に
越
前
大
野
郡
に
来
た
と
の
説
は
、

ひ
と
り
南
専
寺
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
在
の
雲
乗
寺
の

由
緒
書
に
も
登
場
す
る
。

天
正
年
中
、
石
山
本
願
寺
御
落
城
之
節
、
教
如
上

人
諸
国
秘
回
之
瑚
、
予
が
拙
宅
に
御
止
宿
在
シ
て
、

敷
地
の
高
峰
た
る
有
様
を
御
一
覧
在
て
、
雲
乗
寺

と
寺
号
を
賜
、
弥
奉
蒙
御
教
化
抽
出

こ
の
雲
乗
寺
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
石
山
退
城
後
の

教
如
が
諸
国
を
秘
回
し
た
際
に
、
雲
乗
寺
に
も
止
宿

し
て
教
化
を
行
い
、
寺
号
寸
雲
乗
寺
」
が
付
与
さ
れ

た
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
た
二
点
の
由
緒
書
に
よ
っ
て
、
雑
賀
を

脱
し
た
教
如
は
天
正
八
年
冬
に
一
日
一
、
飛
騨
高
山
に

至
り
、
次
い
で
美
濃
か
ら
越
前
石
徹
白
村
を
経
由
し

て
穴
馬
八
ケ
村
の
う
ち
の
半
原
村
に
達
し
、
こ
こ
で

天
正
九
年
の
春
を
迎
え
て
さ
ら
に
富
島
南
専
寺
に
転

じ
、
翌
十
年
春
ま
で
は
南
専
寺
に
滞
在
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
た
。
雲
乗
寺
に
止
宿
し
た
の
は
、
こ
の

南
専
寺
滞
在
中
に
行
っ
た
数
日
間
の
小
旅
行
に
お
け

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一一一

と
こ
ろ
で
教
如
は
天
正
九
年
春
に
富
島
南
専
寺
に

し入
賢ま態之主て部
々こ染墨きいし
々と筆引るた
。に時ご。際

I，U で
丈去 あ
年ろ

候退 う
城か

猶吉之

襲亥1 去
法は
喧る う

~ (主
候と 状

o Ir.土
目立

穴信 発

天
正
九
年一

一
月
十
耳
目

時
興
守
御
一
一
居
⑥

右
は
越
後
の
浄
興
寺
に
宛
て
て
、
去
年
(
天
正

八
年
)
の
石
山
、
退
城
の
際
に
、
遥
々
と
音
信
を
も

た
ら
し
た
こ
と
を
謝
し
た
も
の
で
、
子
細
は
下
関

頼
龍
(
了
明
)
か
ら
伝
達
す
る
と
見
え
て
い
る
。

こ
の
書
状
は
、
二
月
十
五
日
と
い
う
日
付
か
ら
考

え
て
、
お
そ
ら
く
教
如
が
富
島
南
専
寺
に
落
ち
着

い
た
と
こ
ろ
で
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
浄

興
寺
住
持
は
、
教
如
が
越
前
富
島
に
下
向
し
て
き

た
こ
と
を
知
っ
て
急
ぎ
駆
け
付
け
、
右
の
書
状
を

拝
受
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。

な
を
/
¥
肝
煎
頼
候
。
冷
ニ
心
つ
け
頼
い
り

候
。
将
又
さ
か
い
に
伊
賀
居
申
候
問
、
談
合

候
て
、
命
の
う
ち
に
今
一
た
ひ
、
た
ち
か
へ

り
候
や
う
に
才
覚
、
肝
要
候
。

態
染
筆
候
。
の
無
事
ニ
山
の
中
ま
て
の
き
候
。
可

教
如
(
花
押
)
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心
安
候
。
甲
拍
へ
心
か
け
候
へ
ハ
、
俄
ニ
路
次
不

合
期
故
、
か
様
の
始
末
候
。
向
後
無
退
屈
馳
走
頼

入
候
。
愛
元
不
弁
の
や
う
た
い
、
推
量
あ
る
へ
く

候
。
此
分
ニ
候
ハ
¥
煩
申
へ
き
か
と
因
。
ひ
候
。

さ
て
/
¥
残
多
ま
て
候
。
な
に
と
そ
才
覚
候
て
、

命
の
う
ち
に
今
一
度
、
た
ち
か
へ
り
候
や
う
に
頼

入
候
。
穴
賢
々
々
。

一
」
庶
吋
「

(
宛
所
脱
カ
)
⑦

教
如
(
花
押

次
い
で
そ
の
五
日
後
に
発
せ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
捕h

H
 

る
の
が
右
の
書
状
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
教
如
年

は
い
ま
無
事
に
「
山
の
中
」
ま
で
移
動
し
た
こ
と
、

E

ま
た
本
来
は
甲
斐
へ
下
向
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ぼ

途
中
の
経
路
に
支
障
が
あ
っ
て
か
か
る
事
態
と
な
っ
覧

た
こ
と
、
そ
し
て
存
命
中
に
今
一
度
立
ち
帰
り
た
い
書

の
で
、
「
さ
か
い
」
(
和
泉
堺
か
)
に
い
る
「
伊
賀
」
と
相
傾

談
の
上
で
馳
走
す
べ
き
こ
と
、
こ
れ
ら
の
点
が
述
べ
絵

ら
れ
て
い
る
。
年
次
に
つ
い
て
は
確
証
に
乏
し
い
が
、
総

天
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
蹴

る

。

教

3 

そ
こ
で
次
に
、
こ
の
時
期
に
教
如
が
発
し
た
絵
像

の
裏
書
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
彼
が
富
島
南

泉

教
如
の
諸
国
秘
固
と
「
大
坂
拘
様
」
御
堂
目

表 1

年月 日 願主(括弧内は本寺名)
絵像の種類

所蔵者
親驚伝絵証如聖徳太子七局僧

1 天正9(1581). 3. 2 美濃安養寺乗了 。 安養寺

2 天正9(1581). 9.28 尾張 善久(上宮寺) 。 長誓寺

3 天正9(1581).9.28 尾張 願正(勝万寺) 。 善徳寺

4 天正9(1581) .12.23 美濃安養寺乗了 。 安養寺

5 天正9(1581) .12.23 美濃安養寺乗了 。安養寺

出典:北西弘氏『一向ー撲の研究」史料篇・裏書集(春秋社、 1981年)

専
寺
に
滞
在
し
た

と
思
し
き
天
正
九

年
春
か
ら
翌
十
年

春
に
か
け
て
は
、

表
1
の
ご
と
く
に

五
点
の
裏
書
が
作

成
き
れ
て
い
る
吻

ま
ず
そ
の
発
給
の

月
日
で
あ
る
が
、

天
正
九
年
の
三
月

か
ら
十
二
月
に
か

け
て
ま
と
ま
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の

間
に
教
如
が
同
一

地
点
に
留
ま
っ
て

い
た
と
想
定
す
る

こ
と
に
は
、
な
ん

ら
無
理
は
生
じ
な

い
。
し
か
し
な
が

ら
そ
の
翌
年
の
天

正
十
年
の
裏
書
は

一
点
も
残
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
、
天

正
十
年
に
は
裏
書
作
成
の
余
裕
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
と
判
断
さ
れ
る
。
次
に
絵
像
を
受
領
し
た
者
に
つ

い
て
は
、
美
濃
郡
上
郡
の
安
養
寺
が
三
点
、
尾
張
国

内
の
二
道
場
が
各
一
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
・

道
場
は
、
富
島
南
専
寺
に
比
較
的
近
い
立
地
と
み
な

し
て
差
し
支
え
な
い
か
ら
、
教
如
の
越
前
滞
在
を
聞

き
付
け
て
彼
ら
は
直
ち
に
、
か
つ
密
か
に
馳
せ
参
じ

た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
絵
像
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
製
さ
れ
て
い
た
も
の
を

教
如
が
持
参
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
南
専

寺
滞
在
中
に
絵
師
が
描
い
た
と
想
定
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
を
所
蔵
す
る
寺

院
・
道
場
、
お
よ
ぴ
そ
の
手
次
寺
が
、
現
在
い
ず
れ

も
東
派
(
教
如
派
)
に
属
し
て
い
る
こ
と
は
一
言
う
ま

で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四

か
く
の
ご
と
く
し
て
密
か
に
越
前
富
島
に
来
た
教

如
で
あ
っ
た
が
、
前
掲
の
由
緒
童
日
で
語
ら
れ
て
い
た

よ
う
に
、
彼
は
こ
こ
に
天
正
十
年
(
一
五
八
二
)
春

ま
で
留
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
次
に
彼
は
、

新
た
に
越
中
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

て
天
正
十
年
三
月
下
旬
、
儲
M
r
院
様
、
按
察

法
橋
・
冨
井
佐
渡
守
・
豊
前
浄
喜
寺
等
、
被
為

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

四
十
一
巻
一
号

4 

召
連
、
当
寺
江
御
潜
入
。
十
有
余
日
御
滞
留
被

為
在
之
候
崎
山

右
は
城
端
善
徳
寺
の
由
緒
書
の
一
節
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
教
如
は
、
天
正
十
年
三
月
に
下
問
頼

龍
・
冨
井
佐
渡
守
ら
と
と
も
に
善
徳
寺
に
潜
入
し
、

十
数
日
間
滞
在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
聞
に
善
徳
寺
は
、
教
如
潜
伏
の
報
を
越
後

上
杉
景
勝
に
も
た
ら
し
た
ら
し
く
、
や
が
て
次
の
よ

う
な
景
勝
書
状
が
届
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

飛
脚
到
来
、
得
其
意
候
。
の
而
先
達
柴
田
、
山
内

相
動
之
処
、
及
防
戦
、
数
千
討
捕
之
由
、
心
地
好

候
。
次
彼
徒
、
越
中
表
相
動
候
。
魚
津
・
松
倉
、

如
何
ニ
も
堅
固
申
付
之
問
、
可
心
安
候
。
然
者
門

跡
、
至
子
五
ケ
山
辺
御
下
向
之
由
候
。
幸
之
儀
候

問
、
任
兼
而
之
首
尾
、
国
中
相
催
、
可
被
揚
放
火

事
肝
要
候
。
有
遅
々
者
不
可
然
候
。
越
中
・
能

刀
朋
・
其
国
御
門
徒
中
、
於
発
向
者
、
当
国
差
合
、

今
般
凶
徒
之
根
切
可
成
之
条
、
有
其
心
得
、
一
刻

片
時
茂
早
々
被
揚
火
、
先
尤
候
。
恐
々
謹
言
。

(

天

正

す

年

)

(

上

杉

)

卯

月

八

日

景

勝

(

花

押

)

善
徳
寺
@

こ
れ
に
よ
る
と
、
柴
田
勝
家
勢
が
加
賀
山
内
を
攻

撃
し
た
の
に
対
し
て
、
迎
え
撃
っ
た
一
向
一
撲
勢
が

数
干
の
柴
田
勢
を
討
ち
取
っ
た
と
の
報
は
、
ま
こ
と

に
心
地
よ
い
こ
と
だ
と
述
べ
、
そ
の
後
柴
田
勢
は
越

中
表
に
転
戦
し
た
が
、
魚
津
・
松
倉
の
拠
点
は
上
杉

勢
が
堅
固
に
守
備
し
て
い
る
の
で
心
配
無
用
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
寸
門
跡
」

H
教
如
が
「
五
ケ
山
」
あ
た

り
に
下
向
し
た
由
な
の
で
、
か
ね
て
の
手
筈
通
り
に

国
中
の
一
捺
勢
に
命
じ
て
「
放
火
」
さ
せ
る
べ
き
こ

と
、
そ
し
て
越
中
・
能
茄
・
「
其
国
L

(

加
賀
か
)

の
門
徒
中
が
発
向
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
越
後
上
杉

勢
が
協
力
し
て
柴
田
勢
を
根
切
り
に
で
き
る
で
あ
ろ

う
か
ら
、
速
や
か
に
火
を
放
つ
べ
し
、
と
記
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
書
状
で
注
目
す
べ
き
は
、
寸
門
跡
」

H
教
如

が
五
ケ
山
あ
た
り
に
下
向
し
た
と
記
さ
れ
る
点
で
あ

る
。
教
知
が
越
前
か
ら
越
中
五
ケ
山
に
転
じ
た
理
由

に
つ
い
て
は
、
彼
が
後
に
上
杉
景
勝
に
宛
て
て
発
し

た
書
状
に
、
「
両
度
之
芳
翰
、
殊
更
以
神
文
可
令
下

国
之
由
、
本
懐
不
過
之
候
。
其
以
前
、
既
難
発
足
候
、

路
次
不
報
、
途
中
遅
々
寸
と
あ
る
か
ら
、
景
勝
か
ら

「
神
文
」

H
神
罰
起
請
文
を
伴
っ
た
下
回
勧
誘
の
書

状
が
届
け
ら
れ
、
こ
れ
が
重
要
な
契
機
に
な
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
教
如
は
そ
れ
以
前
に

雑
賀
を
脱
し
て
い
た
も
の
の
、
途
中
に
種
々
の
障
害

が
あ
っ
て
容
易
に
越
後
に
は
到
達
で
き
な
か
っ
た
と

語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

し
か
し
な
が
ら
、
景
勝
の
下
向
勧
誘
は
単
な
る
契

機
に
す
ぎ
ず
、
教
如
が
越
中
に
移
動
し
た
真
の
理
由

は
、
織
田
信
長
中
阜
の
行
動
を
牽
制
す
る
た
め
に
、
後

方
で
撹
乱
作
戦
を
展
開
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
同
年
二
月
に
、
織
田
信
長
は
甲
斐
武
田
勝
頼
の

攻
撃
を
実
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
応
し
て

武
田
氏
支
援
の
た
め
に
越
中
一
向
一
撲
の
蜂
起
を
企

て
る
こ
と
、
こ
れ
が
教
如
の
目
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

『
信
長
公
記
一
一
に
よ
れ
ば
、
信
長
は
二
月
九
日
に

甲
斐
出
障
を
命
じ
、
先
障
の
織
田
信
忠
勢
は
二
月
十

四
日
に
木
曾
谷
・
伊
奈
谷
に
入
っ
て
北
上
し
、
高

遠
・
諏
訪
・
深
志
(
松
本
)
・
小
諸
と
次
々
に
攻
略

し
て
、
翌
月
七
日
に
は
甲
府
に
達
し
、
十
一
日
に
つ

い
に
武
田
勝
頼
な
ど
一
門
を
討
ち
取
っ
た
の
で
あ
る
。

信
長
自
信
は
や
や
遅
れ
て
伊
奈
谷
を
根
羽
・
平
谷
・

浪
合
を
進
み
、
こ
こ
で
届
け
ら
れ
た
勝
頼
の
頚
実
検

を
三
月
十
四
日
に
行
っ
た
。
さ
ら
に
彼
は
飯
田
・
高

遠
・
上
諏
訪
・
甲
府
へ
と
進
み
、
次
い
で
本
栖
・
沼

津
を
経
て
東
海
道
に
出
て
、
四
月
二
十
一
日
に
ょ
う
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ゃ
く
安
土
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
信
長
の
甲
斐
攻
撃
に
当
た
り
、
武
田
勝
頼
の

支
援
を
行
う
べ
く
、
教
如
は
越
中
一
向
一
撲
に
蜂
起

を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
『
信
長
公
記
』
を
見
る
と
、

一
捺
勢
は
三
月
十
一
日
に
、
信
長
方
の
富
山
城
を
一

日
一
は
奪
回
し
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
の
卯
月
八

日
上
杉
景
勝
書
状
で
、
教
如
の
五
ケ
山
下
向
に
呼
応

し
て
一
撲
勢
に
放
火
を
行
わ
せ
、
柴
田
勢
の
根
切
り

を
行
う
べ
し
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
ま
さ
し
く

こ
の
蜂
起
に
よ
っ
て
一
挨
勢
が
一
時
、
柴
田
勢
を
圧

倒
す
る
勢
い
に
あ
っ
た
戦
況
を
表
現
し
た
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
富
山
城
に
つ
い
て

は
、
柴
田
勝
家
や
佐
々
成
政
・
前
田
利
家
な
ど
か
ら

信
長
に
宛
て
て
、
ほ
ど
な
く
再
制
圧
で
き
る
で
あ
ろ

う
と
の
書
状
が
届
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
も
な
く
に
平

定
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
次
い

で
信
濃
で
も
、
四
月
五
日
に
一
挨
勢
が
蜂
起
し
て
飯

山
城
を
取
り
巻
い
た
と
さ
れ
、
こ
れ
も
教
如
の
指
示

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し

信
長
方
の
森
勝
蔵
の
軍
勢
に
は
、
新
た
に
稲
葉
勢
が

加
わ
っ
て
、
同
七
日
に
は
再
制
圧
さ
れ
た
と
語
ら
れ

て
い
る
。

5 

と
こ
ろ
で
、

か
か
る
越
中
二
同
一
撲
の
蜂
起
が
、

泉

教
如
の
諸
国
秘
固
と
「
大
坂
拘
様
」
御
書

五
ケ
山
に
移
動
し
た
教
如
の
指
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
城
端
善
徳
寺
内
エ
勝
に
宛
て

ら
れ
た
次
の
教
如
書
状
は
、
も
し
か
す
る
と
門
徒
衆

に
決
起
を
促
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
解
す
べ
き

で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
ウ
ワ
書
)

「
善
徳
寺
御
一
房
教
如
L

今
度
大
坂
拘
様
之
儀
、
思
立
候
処
、
即
一
味
之
段
、

誠
志
之
程
、
難
忘
事
候
。
た
と
ひ
入
眼
之
儀
相
調

候
共
、
身
上
之
儀
、
柳
不
可
有
際
事
候
。
将
連
々

馳
走
之
儀
、
神
妙
候
。
就
中
師
弟
共
、
信
心
決
定

候
へ
く
候
。
今
度
之
報
土
往
生
を
と
け
ら
る
へ
き

事
、
肝
要
候
。
此
等
之
旨
、
門
徒
中
へ
も
可
申
伝

候
。
為
其
染
筆
候
也
。
猶
按
察
法
橋
可
申
候
。
穴

賢
/
¥
。

(
天
正
十
年
)

三
月
廿
八
日

(

空

勝

)

⑬

善
徳
寺
御
房

教
如
(
花
押
)

千
ゥ
ワ
香
)

善
徳
寺
殿

玉
案
下

端
書
不
申
入
候
。

只
今
被
成
下
御
書
候
。
謹
而
御
頂
戴
候
而
、
懇

可
有
御
聴
聞
候
。
仰
今
度
御
間
之
儀
ニ
付
、
別
市

当
御
所
様
之
御
儀
、
御
馳
走
之
段
、
神
妙
ニ
被
思

按

察

了義
明

」

食
候
。
向
後
弥
可
被
抽
御
粉
骨
事
、
肝
心
ニ
候
。

自
然
御
両
所
様
御
問
、
御
入
眼
候
共
、
不
可
有

御
機
遣
候
。
今
般
御
一
味
被
申
輩
者
、
連
も
御
見

放
有
間
敷
候
条
、
可
御
心
安
候
。
為
可
被
止
御
疑

心
、
如
此
ニ
被
仰
出
候
。
恐
々
謹
言
。

(

天

正

十

年

)

(

下

問

)

卯

月

三

日

了

明

(

花

押

)

善

徳

寺

殿

⑪

玉
案
下

前
者
の
教
如
室
田
状
を
本
稿
で
は
、
冒
頭
の
文
言
に

ち
な
ん
で
「
大
坂
拘
様
」
御
書
と
呼
称
す
る
の
で
あ

る
が
、
従
来
こ
の
発
給
年
次
は
天
正
八
年
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
が
誤
り
で
、
天
正
九
年
ま

た
は
十
年
の
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
た
の
は
金
龍
静
氏

で
あ
る
吻
本
稿
で
は
こ
の
氏
の
指
摘
に
従
い
、
「
大

坂
拘
様
」
御
堂
日
は
天
正
十
年
の
発
給
と
断
定
し
た
い

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
そ
の
内
容
で
あ
る
が
、
前
者
で
は
教
如
が

天
正
八
年
に
「
大
坂
拘
様
」
、
す
な
わ
ち
石
山
本
願

寺
に
お
け
る
龍
城
継
続
を
思
い
立
っ
た
際
、
善
徳
寺

空
勝
が
直
ち
に
一
味
に
属
し
て
く
れ
た
こ
と
は
忘
れ

難
い
と
こ
ろ
で
、
も
し
父
顕
如
と
の
聞
で
、
「
入

眼」

H
仲
直
り
の
事
態
と
な
っ
て
も
、
見
捨
て
る
こ

と
は
し
な
い
か
ら
気
遣
い
無
用
で
あ
る
と
述
べ
、
相
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教如の「大坂拘様」御書一覧

金龍静氏「蓮如教団の発展と一向一撲の展開」第 7表に基づく
(W富山県史』通史編 2・中世、第四章第一節)

表 2

若
越
郷
土
研
究

四
十
一
巻
一
号

月 日 宛 先
下問了明添状

所蔵者 出典
の発給日

1 I 2.23. トキ明覚 3.l. 美濃養老郡、唯願寺 教如消息、

2 I 2.23. 道了 教如消息

3 I 2.23. 浄念寺・同門徒中 教如消息、

4 I 3.朔. 了j順 3.朔. 教如消息

5 I 3.9. 本善寺 加賀石川郡、本善寺 加賀市史

6 I 3.9. 浄土寺 3.12. 美濃岐阜、浄土寺 岐阜県史 1
7 I 3.9. 了法 3.12. 尾張海部郡、恵念寺 教如消息

8 I 3.9. 等覚坊 美濃大垣、等覚坊 岐阜県史 1
9 I 3.9. 大垣寄合所 美濃大垣、乗専寺 教如消息

10 3.9. 蜂屋出羽守 近江坂田郡、徳満寺 教如消息

11 3.9. 慈光寺 3.12. ニ河碧海郡、慈光寺 岡崎市史6
12 3.9. 尾州羽栗郡足近村西方寺 教如消息

13 3.9. (欠) 河崎稔氏(史料編纂所)

14 3.9. (欠) 3.12. 美濃揖斐郡、西蓮寺 岐阜県史2
15 3.2l. 光明寺坊主・門徒中 尾張知多郡、光明寺 知多郡史

16 3.21. 空専 3.24. 和泉堺、浄徳寺 堺市史

17 3.2l. 性春 3.24. 摂津大坂、光泉寺 教如消息

18 3.2l. 弘誓寺 近江神崎郡、弘誓寺 教如消息、

19 3.2l. 還応 4.14. 尾張一宮、徳法寺 一宮市史6
20 3.2l. 成信房・同門徒中 卯 .25 尾張津島、成信坊 教如消息

21 3.2l. 報土寺 尾張 教如消息

22 3.2l. 善徳寺 卯 .3. 越中東砺波郡、善徳寺 富山県史2
出典欄:教如消息、・・・・ 「教如上人消息←石山合戦J (W真宗史料集成』第 6巻)

岐阜県史 1・2…・『岐阜県史」史料編、古代中世1・2
一宮市史6…・・・『新編一宮市史』資料編 6
富山県史2…..W富山県史』史料編 2

続
く
馳
走
を
神
妙
と
謝
し
て
し
る
。
こ
の
書
状
の
性

格
は
、
石
山
合
戦
最
末
期
の
教
如
に
加
勢
し
た
善
徳

寺
空
勝
に
対
し
て
、
い
わ
ば
寸
感
状
」
と
し
て
発
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
新
た
な
蜂
起
が
指
示
さ
れ
た
時
点
で

こ
れ
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
れ
ば
、
こ

れ
を
単
に
過
去
の
戦
功
の
褒
賞
の
た
め
と
解
す
る
の

で
は
不
十
分
で
あ
る
。
後
半
部
分
に
「
師
弟
共
、
信

心
決
定
候
へ
く
候
。
今
度
之
報
土
往
生
を
と
け
ら
る

へ
き
事
、
肝
要
候
」
と
あ
る
の
は
、
も
は
や
単
な
る

慣
用
的
表
現
と
評
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
坊
主
・

門
徒
衆
に
対
し
て
新
た
な
一
撲
を
組
織
し
、
敵
陣
攻

撃
を
行
っ
て
浄
土
往
生
(
戦
死
)
を
遂
げ
る
べ
し
、

と
呼
び
掛
け
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
い
で
後
者
の
下
問
了
明
添
状
で
は
、
龍
城
戦
に

お
い
て
寸
当
御
所
様
L

U
教
如
方
に
属
し
て
馳
走
に

努
め
た
こ
と
を
教
如
が
謝
し
て
い
る
と
述
べ
る
と
と

も
に
、
も
し
も
顕
如
・
教
如
の
聞
が
「
御
入
眼
」
の

事
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
気
遣
い
は
無
用
で
あ
る

と
し
、
見
離
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
安
心
す
る
よ

う
に
と
念
を
押
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
金
龍
氏
は
、
同
内
容
の
文
書
を
一
群
と
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し
て
処
理
す
る
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
別
掲
の

表
2

「
大
坂
拘
様
」
御
書
一
覧
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を

天
正
十
年
の
も
の
と
想
定
す
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う

か
を
考
え
て
み
よ
う
。
一
覧
を
眺
め
て
ま
ず
気
づ
く

こ
と
は
、
日
付
が
二
月
二
十
三
日
か
ら
三
月
二
十
八

日
ま
で
と
、
ご
く
短
期
間
に
集
中
し
て
発
せ
ら
れ
て

い
る
点
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
教
如
の
越
中

五
ケ
山
下
向
と
時
期
が
一
致
し
て
い
る
。
次
に
宛
所

は
、
美
濃
・
加
賀
・
尾
張
・
近
江
・
三
河
・
和
泉
・

摂
津
に
所
在
す
る
寺
坊
・
道
場
の
坊
主
で
、
そ
の
範

囲
が
比
較
的
狭
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
教
如
の
意
思
を
伝
え
聞
い
た
坊
主
・
門
徒

衆
が
、
直
ち
に
越
中
に
馳
せ
参
じ
て
来
た
こ
と
に
対

応
し
、
彼
ら
に
順
次
こ
の
御
室
日
が
下
付
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
越
中
善
徳
寺
宛
て
の
も

の
が
最
後
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
点
で
武
田

勝
頼
滅
亡
の
報
が
教
如
の
耳
に
達
し
、
一
撲
蜂
起
の

目
的
が
失
わ
れ
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
善
徳
寺
の

功
績
を
讃
え
る
べ
く
最
後
の
花
押
を
据
え
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
大
坂
拘
様
」
御
書
は
、

天
正
十
年
春
の
信
長
寧
に
よ
る
武
田
氏
攻
撃
を
牽
制

す
る
た
め
、
越
中
五
ケ
山
に
転
じ
た
教
如
が
一
撲
蜂

泉

教
如
の
諸
国
秘
固
と
「
大
坂
拘
様
」
御
書

起
を
指
示
し
た
際
に
、
結
集
し
た
坊
主
・
門
徒
衆
に

発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
御
堂
日
を
拝
受
し

た
彼
ら
は
、
そ
れ
を
携
え
て
一
挟
軍
を
構
成
し
、
富

山
城
の
攻
撃
な
ど
軍
事
行
動
に
突
き
進
ん
で
い
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
、
っ
か
。

-、
-
J
 

教
如
の
指
示
に
よ
る
越
中
一
向
一
撲
の
蜂
起
は
、

し
か
し
な
が
ら
ま
も
な
く
に
終
了
す
る
。
と
言
う
の

は
、
信
長
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
三
月
十
一
日
に
武
田

氏
が
滅
亡
し
て
し
ま
い
、
一
捺
蜂
起
の
目
的
が
な
く

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
教
如
の
寸
大
坂
拘
様
」
御
書

が
、
善
徳
寺
宛
て
三
月
二
十
八
日
付
け
の
も
の
を
最

後
と
し
て
消
滅
す
る
の
は
、
も
は
や
そ
れ
以
降
の
戦

闘
継
続
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

上
杉
景
勝
か
ら
の
善
徳
寺
宛
卯
月
八
日
付
け
書
状
が

届
い
た
時
点
で
は
、
す
で
に
一
授
が
蜂
起
す
べ
き
時

期
は
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
信
濃

の
一
撲
も
四
月
七
日
に
は
鎮
圧
さ
れ
た
と
語
ら
れ
て

い
た
か
ら
、
両
国
と
も
四
月
中
に
は
、
一
撲
蜂
起
は

終
了
し
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ

、っか。か
く
し
て
教
如
は
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
に
越
中
を

脱
出
し
、
播
磨
に
転
じ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る

天
正
八
年
庚
辰
七
月
廿
八
日
、
教
如
上
人
石
山
御

退
去
以
来
、
信
長
在
世
ノ
間
ハ
、
中
国
ニ
住
シ
、

毛
利
家
ヲ
タ
ノ
ミ

所
々
御
経
回
ア
リ
。
天
正
十
壬
午
年
六
月
二
日

信
長
滅
亡
ノ
後
、
羽
柴
秀
吉
備
中
ヨ
リ
馳
登
ル
ノ

時
、
領
地
播
州
ニ
入
。
此
湖
、
同
国
ニ
塾
居
シ
給

ヒ
シ
教
如
上
人
ヲ
、
姫
路
城
内
へ
招
請
シ
、
面
謁

談
話
ア
リ
。
則
秀
吉
ノ
使
者
木
下
半
助
吉
蔵
ヲ
差

添
、
紀
州
鷺
ノ
森
御
坊
へ
送
リ
マ
イ
ラ
セ
、
本
願

寺
ヲ
御
味
方
ニ
約
諾
ス
時
四

右
は
「
大
谷
嫡
流
実
記
」
の
一
節
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
よ
る
と
教
如
は
、
信
長
滅
亡
の
六
月
二
日
の
時

点
で
播
磨
に
居
住
し
て
い
た
と
さ
れ
、
秀
吉
は
姫
路

城
内
で
面
謁
し
た
う
、
ぇ
、
雑
賀
鷺
ノ
森
ま
で
木
下
士
口

蔵
に
送
り
届
け
さ
せ
た
の
で
、
秀
吉
は
本
願
寺
を
味

方
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
前

半
部
分
で
は
、
天
正
八
年
の
石
山
退
城
以
来
、
教
如

は
一
貫
し
て
中
国
毛
利
氏
の
も
と
に
居
住
し
て
い
た

よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。

前
述
の
通
り
、
教
如
は
天
正
十
年
三
月
下
旬
ま
で
は

確
実
に
越
中
五
ケ
山
に
い
た
か
ら
、
播
磨
に
転
じ
た

の
は
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
播
磨
で
信
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るり長
、滅

こ亡
うを
し知
てつ
諸た
国教
秘如
回は
σ〉
旅直
はち
終に
わ雑
つ賀
たに
の立
でち
あ戻

七

本
稿
の
検
討
で
明
ら
か
に
で
き
た
点
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

顕
如
が
離
脱
し
た
後
の
石
山
本
願
寺
で
、
い
ま
し

ば
ら
く
の
寵
城
継
続
を
唱
え
た
教
如
も
、
天
正
八
年

(
一
五
八

O
)
八
月
に
は
つ
い
に
退
城
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
紀
伊
雑
賀
に
転
じ
た
。
迎
え
た
父
顕
如
は
教

如
を
義
絶
と
し
、
ま
た
彼
に
従
っ
た
主
戦
派
の
坊

主
・
門
徒
衆
を
破
門
に
処
す
る
。
そ
こ
で
彼
は
周
年

十
一
月
下
旬
ま
で
雑
賀
に
逼
塞
し
て
い
た
が
、
や
が

て
密
か
に
脱
出
し
て
諸
国
秘
回
の
旅
に
出
た
。

当
初
の
目
的
地
は
甲
斐
国
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
飛
騨
高
山
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
先
へ
進
め
な
く

な
り
、
周
年
末
に
越
前
石
徹
白
村
を
通
っ
て
穴
馬
八

ケ
村
の
う
ち
半
原
村
に
至
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
翌

九
年
春
を
迎
え
て
、
さ
ら
に
富
島
南
専
寺
に
転
じ
た

の
で
あ
る
。
南
専
寺
に
は
天
正
十
年
(
一
五
八
二
)

春
ま
で
逗
留
し
、
近
在
の
雲
乗
寺
に
も
数
日
間
止
宿

す
る
が
、
そ
の
間
に
教
如
は
、
南
専
寺
賢
宗
の
娘
と

の
聞
に
男
子
「
宮
内
卿
」
を
儲
け
、
の
ち
に
宮
内
卿

は
大
野
法
蓮
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。

天
正
十
年
春
に
な
っ
て
教
如
は
越
中
五
ケ
山
に
転

じ
、
三
月
下
旬
に
善
徳
寺
に
入
部
す
る
。
同
道
し
て

い
た
の
は
下
関
頼
龍
・
冨
井
佐
渡
守
ら
で
、
越
後
上

杉
景
勝
か
ら
の
強
い
勧
め
が
契
機
に
な
っ
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
し
か
し
本
来
の
目
的
は
、
甲
斐
武
田
氏

の
攻
撃
に
出
陣
し
た
織
田
信
長
軍
を
、
後
方
で
牽
制

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
や
が
て
善
徳
寺
の
教
如
の
も

と
へ
は
景
勝
の
書
状
が
届
き
、
上
杉
勢
と
一
向
一
撲

勢
が
協
力
し
て
、
越
中
表
を
転
戦
す
る
柴
田
勝
家
勢

に
対
抗
す
べ
き
こ
と
が
一
記
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
教
如
が
集
中
的
に
発
し

た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
大
坂
拘
様
」
御
室
田
で
あ
る
。

内
容
は
、
天
正
八
年
の
教
如
の
石
山
龍
城
継
続
に
当

た
り
、
一
味
参
陣
し
て
く
れ
た
こ
と
を
謝
し
た
う
、
え

で
、
も
し
父
顕
如
と
の
聞
に
「
入
眼
」
が
成
立
し
て

も
、
見
捨
て
る
こ
と
は
し
な
い
か
ら
気
遣
い
無
用
と

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
御
書
の

性
格
を
、
単
に
過
去
の
戦
功
を
褒
賞
し
た
寸
感
状
」

と
だ
け
解
し
た
の
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を

拝
受
し
た
坊
主
・
門
徒
衆
は
、
勇
躍
し
て
新
た
な
越

中
の
敵
、
柴
田
勝
家
勢
に
挑
み
か
か
っ
て
い
っ
た
に

違
い
な
い
、
つ
ま
り
単
な
る
慣
用
的
表
現
と
見
え
た

「
師
弟
共
、
信
心
決
定
候
へ
く
候
。
今
度
之
報
土
往

生
を
と
け
ら
る
へ
き
事
、
肝
要
候
」
の
一
節
は
、
実

は
、
坊
主
・
門
徒
衆
が
一
味
同
心
を
誓
約
し
た
う
え

で
、
敵
陣
を
攻
撃
し
て
浄
土
に
往
生
す
べ
し
と
厳
命

し
た
、
教
如
の
突
撃
命
令
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
ね
出

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
如
の
指
示
に
よ
る
越
中
一
向

一
撲
の
蜂
起
は
、
ま
も
な
く
に
終
了
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。
そ
れ
は
本
来
の
目
的
た
る
武
田
氏
支
援
が
、

勝
頼
滅
亡
で
無
意
味
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
教
如

の
「
大
坂
拘
様
L

御
書
が
三
月
二
十
八
日
付
け
の
も

の
を
最
後
と
し
て
い
る
点
も
、
か
か
る
理
解
の
妥
当

性
を
示
し
て
い
よ
う
。

教
如
は
ま
も
な
く
に
越
中
か
ら
播
磨
に
転
じ
、
こ

こ
で
信
長
滅
亡
の
六
月
二
日
を
迎
え
る
。
豊
臣
秀
吉

の
庇
護
の
も
と
、
彼
は
直
ち
に
雑
賀
に
戻
り
、
こ
う

し
て
諸
国
秘
回
の
旅
は
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

、主①
本
願
寺
史
料
研
究
所
『
本
願
寺
史
』
第
一
巻
、
一
九

六
一
年
。

②
「
商
入
坊
文
書
」
第
一
号
(
『
岐
阜
県
史
』
史
料

編
-
古
代
中
世
ご
。

③
富
島
寸
南
専
寺
文
書
(
東
派
)
」
第
一
五
号
、
南
専
寺
由
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緒
略
記
(
『
大
野
市
史
』
第
一
巻
・
社
寺
文
書
編
)
。

④
富
島
寸
南
専
寺
文
書
(
東
派
)
」
第
五
号
、
明
和
八

年
四
月
、
南
専
寺
願
書
。

⑤
「
雲
乗
寺
文
書
し
第
二
号
、
雲
乗
寺
寺
伝
弁
諸
記
録

(
『
大
野
市
史
』
社
寺
文
書
編
)
。

⑥
「
浄
興
寺
文
書
」
第
三
号
(
『
新
潟
県
史
』
資
料
編

四
・
中
世
二
、
通
算
第
二
二
云
云
す
)
。

⑦
寸
西
照
寺
文
書
L

第
一
号
(
『
新
編
岡
崎
市
史
』
第

六
巻
、
史
料
・
古
代
中
世
)

0

⑧
北
西
弘
氏
『
一
向
一
撲
の
研
究
』
史
料
編
・
裏
書
集

(
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
)
に
基
づ
き
一
覧
に
整
理
し

た
も
の
で
あ
る
。
な
お
拙
稿
「
雑
賀
以
後
の
本
願
寺

と
越
前
一
向
衆
」
(
『
北
陸
史
学
』
第
四
一
二
号
、
一

九
九
五
年
)
に
は
全
点
の
一
覧
を
掲
げ
た
。

⑨
「
善
徳
寺
文
書
」
善
徳
寺
由
緒
書
。

⑬
「
蓋
ロ
徳
寺
文
書
L

。

⑪
「
本
誓
寺
文
書
」
第
五
巻
一
号
(
『
新
潟
県
史
』
資

料
編
四
・
中
世
二
、
通
算
一
二
八
九
号
)
。

⑫
奥
野
高
広
・
岩
沢
思
彦
氏
校
注
『
信
長
公
記
』

(
『
角
川
文
庫
』
二
五
四
二
。

⑬
「
差
ロ
徳
寺
文
書
」
(
『
富
山
県
史
』
史
料
編
二
・
中

世
、
第
一
九
四
九
号
)
。

⑬
「
善
徳
寺
文
書
」
(
同
右
書
、
第
一
九
五
五
号
)
。

⑬
金
龍
氏
「
蓮
如
教
団
の
発
展
と
一
向
一
撲
の
展
開
L

(
『
富
山
県
史
』
通
史
編
二
・
中
世
、
第
四
章
第
一

時
即
)
。

⑬
寸
大
谷
嫡
流
実
記
」
教
如
の
項
(
『
真
宗
史
料
集

成
』
第
七
巻
、
伝
記
・
系
図
)
。
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